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戦争について学ぶ
平和学習

　8月29日、南関第四小学校（平川尚子校長）で平和集会
が開かれました。
　「読み聞かせの会クローバー」による絵本の読み聞かせ
や、実際に戦争を経験された松永欣子さんの体験談を見
入るように聞いていました。子どもたちは「平和のためには
どういうことをしたらいいのか考えさせられた」と話しました。
　また、最後の子どもたちが合唱した「青い空は」には感極
まる保護者の姿もありました。

「ふるさと関所まつり」に向けて
小中学生ボランティアが活動

　１１月１６日（日）に開催される「ふるさと関所まつり」に向け
た小中学生によるボランティア活動が始まりました。今年で
３回目となりますが、地域を支える小中学生が集まり、まつり
を盛り上げる準備を行いました。
　８月２５日、２回目となる会議が開催され、参加予定の児
童・生徒たちが集まりました。会議ではまつり当日の役割分
担やキッズランドのルール表の作成注意事項の説明などが
行われました。
　当日は、中学生はステー
ジ運営、総合案内、大名行
列、ごみステーションに配置。
また小学生はキッズランド運
営、フットパスでの説明を行
います。子どもたちの頑張り
にもぜひご注目ください。

熊本県子ども会連合会
ビーチボールバレー大会

女子の部、混合の部で快挙！
　8月17日、玉名市で開催された「熊本県子ども会連合会
ビーチボールバレー大会」に、町内子ども会から6チームが
出場し、熱戦を繰り広げました。
　女子の部では南関第二小「セーラームーン」が見事優勝
を果たし、県チャンピオンに輝きました。また、混合の部では
南関第一小「タイZAP」が準優勝という素晴らしい成績を
収めました。
　惜しくも入賞とはなりませんでしたが、他の4チームも最後
まであきらめることなく全力でプレーしました。

地域支援の延長線
（株）ヤマチク表敬訪問

　9月8日に、㈱ヤマチク代表取締役山
やま

﨑
さき

彰
しょう

悟
ご

さんが短編
映画「いただきます」のYouTube公開と、「九州観光まちづ
くりＡＷＡＲＤ2025」「ものづくり」部門金賞受賞を佐藤町長
に報告しました。
　短編映画「いただきます」は8月4日箸の日に公開され、国
内のみならず海外の方も視聴されています。山﨑さんは「こ
の作品をきっかけに熊本県をいただきます先進県にしたい」
と笑顔で話されました。
　また、「九州観光まちづくりＡＷＡＲＤ」「ものづくり」部門
金賞受賞については、半世紀以上、職人の手で純国産の
竹の箸を作り続けていることや、自社のショップ「拝啓」を通
して竹の箸を発信していることが評価され嬉しい。ヤマチク
の箸を通じて南関を訪れていただくきっかけとなれば」と話

されました。
　10月12日に〈ukara〉
のキックオフイベントと
して上映会を予定して
います。
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令和８年度 新規保育所等入所申込み令和８年度 新規保育所等入所申込み

10月は『里親』月間です。10月は『里親』月間です。

　令和８年度保育所等入所案内の書類を配付します。

　令和８年４月以降に保育所・認定こども園等（町外の施設を含みます）への入所を希望する保護者は役

場での受取りをお願いします。

●と　き　　令和7年11月4日（火）～11月14日（金）

　　　　　　午前9時～午後5時（平日のみ）

　　　　　　※5日、12日は午後7時まで受け付けます。

●ところ　　南関町役場　福祉課　こども未来推進室

●対　象　　新規に入所を希望する保護者

　　　　　　　※現在利用中の園児の保護者には施設経由で配付します。

問 福祉課 こども未来推進室　☎57-8503

※�里親制度を推進するための集中的な広報啓発を実施するために、国は毎年

10月を里親月間と位置づけました。

　それぞれの事情で親と離れて暮らす子どもたちが、日本には約4万2千人

います。また、熊本には、約650人います。そうした子どもを自分の家庭に迎

え入れ、さまざまなサポートを受けながら養育するのが「里親制度」です。

　里親家庭は特別な家庭ではありません。共働き世帯、子育て中の世帯の里

親登録も増えています。里親は自分の子どもとして迎え入れる特別養子縁組だけではありません。一定期

間、預かっていただく養育里親もあります。その中で自分のライフスタイルに合った活躍の仕方がありま

す。里親制度は、子どもの為の制度です。皆さんに正しく知っていただくこと、理解していただくことが一

番大切なことです。里親制度を正しく知ることから始めませんか。

里親の種類

〇�養育里親…18歳までの子どもを一定の期間自分の家庭に受け入れて養育する里親です。養育期間は、数

日から数年と様々です。子どもの実親の養育環境が整った場合には、実親の元に帰ります。

〇�特別養子縁組里親…原則15歳未満の子どもを、特別養子縁組（法的親子関係の成立）を前提として養育

する里親です。養子縁組が成立するまで、里親として養育します。

〇�親族里親…実親が死亡や行方不明などで子どもを育てられなくなった場合、児童の扶養義務者及びその

配偶者である親族が子どもを養育する里親です。ただし、親族による養育が適当と判断された場合に限

ります。

〇�専門里親…虐待により心身に有害な影響を受けた子どもや非行、障がいのある子ども等、専門的なケア

を必要とする子どもを養育する里親です。

お問合せ先：養育家庭支援センターきらきら

　　　　　  電話：096-383-8100　　　メールからのお問合せはこちら ➡

　　　　　 お一人様から団体様まで、説明にお伺いします。 ▲防空頭巾などを用いた体験談の様子


